
養
分
供
給
能
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
に
は
、
塩
基
飽
和
度
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

道
内
普
通
畑
の
実
態
は

基
準
以
下
が
ほ
と
ん
ど

日
、
凶
年
に
十
勝
地
域
卯
地

点
と
上
川
地
域
の
加
地
点
で
採

取
し
た
普
通
畑
の
表
層
土
1
7

0
点
の
塩
基
飽
和
度
の
分
布
を

図
2
に
示
し
た
。
十
勝
地
域
で

は
、
塩
基
飽
和
度
が
的
%
未
満

を
示
す
地
点
が
的
%
以
上
あ

り
、
全
体
的
に
塩
基
飽
和
度
は

低
い
。
し
か
も
判
%
未
満
を
示

巴J
塩基飽和度＝14-;-20×100=70% 

図1

前
固
ま
で
土
の
負
荷
電
に

く
っ
つ
い
て
い
る
交
換
性
陽
イ

オ
ン
と
呼
ば
れ
る

3
種
類
の
陽

イ
オ
ン
（
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン、

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
）
の
役
割
を

解
説
し
た
。
こ
れ
ら
は
土
の
中

の
水
に
溶
け
出
し
、
作
物
に
吸

収
さ
れ
る
。
今
回
は
土
の
陽
イ

オ
ン
交
換
容
量
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
3
つ
の
交
換
性
陽
イ
オ
ン

が
ど
れ
く
ら
い
含
ま
れ
れ
ば
い

い
の
か
解
説
す
る
。

作
物
の
生
育
に
欠
か
せ
ぬ

3
つ
の
交
換
性
陽
イ
オ
ン

土
の
中
に
含
ま
れ
る
腐
植
物
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す
地
点
も
約
印
%
あ
っ
た
。
上

川
地
域
で
も
塩
基
飽
和
度
が

印
%
未
満
を
示
す
地
点
が
約

叩
%
あ
り
、
多
く
の
地
点
が
基

準
を
下
回
っ
て
い
る
。
さ
す
が

に
両
地
域
と
も
初
%
未
満
の
地

点
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
見

る
と
塩
基
飽
和
度
が
低
い
圃
場

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

過
去
の
連
載
（
同
年
9
月

十勝地域と上川地域の普通畑における塩基飽和度の分布状況

十勝地域（90地点） 上川地域（80地点）
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質
や
粘
土
鉱
物
は
負
荷
電
を
帯

び
て
お
り
、
こ
の
負
荷
電
の
総

量
を
土
の
重
さ
当
た
り
で
示
し

た
も
の
が
、
陽
イ
オ
ン
交
換
容

量
（
C
E
C）
で
あ
る
。
2
0

1
9
年
3
月
号
で
詳
し
く
説
明

し
た
よ
う
に
、
土
の

C
E
C
は

粘
土
や
腐
植
物
質
が
多
い
土
で

高
く
、
砂
が
多
い
土
で
低
い
。

も
と
も
と
の
土
の
成
り
立
ち
ゃ

性
質
を
強
く
反
映
す
る
た
め
、

短
期
的
に
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。

土
壌
診
断
で
は
、
土
の
負
荷

電
に
く
っ
つ
い
て
い
る
陽
イ
オ

ン
の
中
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の

3
つ
を
交

換
性
陽
イ
オ
ン
と
呼
ん
で
お

り
、
い
ず
れ
も
作
物
の
正
常
な

生
育
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
必
須
元
素
で
あ
る
。

塩
基
飽
和
度
は
C
E
Cに

3
イ
オ
ン
が
占
め
る
割
合

土
の
負
荷
電
に
は
、
乙
れ
ら

3
つ
の
交
換
性
陽
イ
オ
ン
と
水

素
イ
オ
ン
（
土
の
種
類
に
よ
っ

て
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
）

が
主
に
く
っ
つ
い
て
い
る
。

図

1
に

C
E
C
が
土
1
0
0
dフ当

た
り
却
ミリ呼
当
量
（
m
m
／
1

号
）
で
説
明
し
た
が
、
日
本
の

土
は
基
本
的
に
酸
性
で
あ
る
。

雨
や
雪
は
、
空
気
中
の
二
酸
化

炭
素
が
溶
け
て
い
る
の
で
弱
い

酸
性
を
示
し
、
水
素
イ
オ
ン

（
片
）
を
含
ん
で
い
る
。
わ
が

国
は
雨
や
雪
な
ど
の
降
水
量
が

多
く
、
土
の
交
換
性
陽
イ
オ
ン

が
雨
や
雪
の
水
素
イ
オ
ン
と

H

イ
オ
ン
交
換
μ

を
起
こ
す
た

め
、
放
っ
て
お
け
ば
塩
基
飽
和

度
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
畑
や
草

地
で
は
、
土
の
水
に
溶
け
出
し

た
交
換
性
陽
イ
オ
ン
が
作
物
や

牧
草
に
吸
収
さ
れ
、
圃
場
外
に

持
ち
出
さ
れ
る
た
め
、
ま
す
ま

す
塩
基
飽
和
度
が
低
下
し
て
し

ま
う
。

塩
基
飽
和
度
が
低
い
と

土
壌
凶
は
高
く
な
る

一
方
、
交
換
性
陽
イ
オ
ン
が

く
っ
つ
い
て
い
な
い
残
り
の
負

荷
電
に
は
、
水
素
イ
オ
ン
が

く
っ
つ
い
て
い
る
（
図
1
）
。

水
素
イ
オ
ン
は
土
を
酸
性
化
さ

せ
る
原
因
物
質
で
あ
り
、
塩
基

飽
和
度
が
低
い
と
い
う
こ
と

は
、
土
の
養
分
供
給
力
が
低
い

こ
と
に
加
え
、
土
が
酸
性
化
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
塩
基
飽

o
o
g）
の
土
を
簡
略
化
し
た

例
を
示
し
た
。
図

1
左
は
別
個

の
負
荷
電
に
対
し
て
、
カ
ル
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
が
4
個
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
2
個
、
カ
リ

ウ
ム
イ
オ
ン
が
1
個
の
負
荷
電

と
く
っ
つ
い
た
状
態
で
あ
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
は
、
－
つ
の
イ

オ
ン
で
2
個
の
正
荷
電
（
プ
ラ

ス
の
電
気
）
を
持
つ
た
め
、
イ

オ
ン
の
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ

2
個
と
1
個
で
あ
る
。
つ
ま
り

別
個
の
負
荷
電
に
対
し
、
合
計

す
る
と
7
個
の
負
荷
電
が
交
換

性
陽
イ
オ
ン
と
く

っ
つ
い
て
い

る
。
こ
の
割
合
を
塩
基
飽
和
度

と
呼
び
、
こ
の
場
合
は
お
%

（
H
7
／
加
×
1
0
0
）
と
な

る。
一方、

図

1
右
は
、
加
個
の

負
荷
電
に
対
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム

イ
オ
ン
が
8
個
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
イ
オ
ン
が
4
個
、
カ
リ
ウ
ム

イ
オ
ン
が
2
個
の
負
荷
電
と

く
っ
つ
い
た
状
態
を
示
し
て
い

る。

別
個
の
負
荷
電
に
対
し
て

合
計
は
個
の
負
荷
電
が
交
換
性

陽
イ
オ
ン
と
く
っ
つ
い
て
い
る

の
で
、
塩
基
飽
和
度
は
叩
%

（H

U
／
却
×
1
0
0
）
と
な

る。和
度
が
お
%
と
叩
%
で
は
、
土

の
負
荷
電
に
く
っ
つ
い
て
い
る

水
素
イ
オ
ン
の
量
が
全
く
違
う

こ
と
が
分
か
る
。

前
述
し
た
普
通
畑
の
表
層
土

1
7
0
点
に
お
け
る
塩
基
飽
和

度
と
土
壌
凶
と
の
関
係
を
図
3

に
示
し
た
。
両
者
の
聞
に
は
明

ら
か
に
正
の
相
関
関
係
が
あ

り
、
塩
基
飽
和
度
が
低
い
と
土

壌
凶
が
低
く
、
塩
基
飽
和
度
が

高
い
と
土
壌
凶
が
高
い
。
酸
性

物
質
（
特
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ

オ
ン
）
に
よ
る
作
物
生
育
阻

害
、
土
か
ら
作
物
へ
の
養
分
の

可
給
性
、
土
の
微
生
物
の
活
性

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
土
の
凶

は
弱
酸
性
の
6
・
0
1
6
・
5

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
最

低
で
も
5
・
5
以
上
で
あ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

炭
カ
ル
な
ど
の
酸
性
矯
正
資
材

を
一
時
的
に
施
用
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
長
期
的
に
土
の
塩
基

飽
和
度
を
高
め
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。

土
も
。
腹
八
分
目
ψ

に
な
り

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
向
上

わ
が
国
の
普
通
畑
は
、
土
壌

診
断
を
定
期
的
に
行
っ
て
塩
基

飽
和
度
を
確
認
し
、
も
し
低
下

ω
%
未
満
で
は

ω
%以
上
な
ら

「
低
い
」

「
高
い
」

塩
基
飽
和
度
は
、
ど
れ
く
ら

い
で
あ
れ
ば
低
く
、
ど
れ
く
ら

い
で
あ
れ
ば
高
い
の
だ
ろ
う

か
。
北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
2
0

1
5
で
は
、
普
通
畑
、
野
菜

畑
、
草
地
な
ど
い
ず
れ
も
塩
基

飽
和
度
的
i
m
%
を
土
壌
診
断

基
準
と
し
て
い
る
。
塩
基
飽
和

度
が
印
%
未
満
で
あ
れ
ば
低

い
、
判
%
未
満
で
あ
れ
ば
非
常

に
低
い
、
一
方
で
塩
基
飽
和
度

が
別
%
以
上
で
あ
れ
ば
高
い
、

1
0
0
%
以
上
で
あ
れ
ば
非
常

に
高
い
と
考
え
て
い
い
。
塩
基

飽
和
度
は
低
過
ぎ
て
も
高
過
ぎ

て
も
問
題
が
あ
る
た
め
、
基
準

で
あ
る
m
i
m
%
と
な
る
よ
う

土
を
改
良
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。こ

の
基
準
で
見
る
と
、

図

1

左
は
塩
基
飽
和
度
が
低
い
土
、

右
は
ち
ょ
う
ど
良
い
土
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
両
方
を
比
べ
る

と
、
土
に
保
持
さ
れ
て
い
る
交

換
性
陽
イ
オ
ン
の
量
が
違
う
の

は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
左
は
土

か
ら
供
給
さ
れ
る
養
分
が
少
な

い
の
に
対
し
、
右
は
土
か
ら
供

給
さ
れ
る
養
分
が
多
い
。
土
の

シ」度n
H阿エ小・飽基塩るけ

係
お
関

に
の

畑
凶

通
壌

普
土

3・．
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図3

6.0 

土 5.5
犠
pH 5.0 

4.5 

4.0 
0 

し
て
い
れ
ば
意
識
的
に
カ
ル
シ

ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
補
給

し
て
塩
基
飽
和
度
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
対
処
せ

ず
に
長
い
期
間
放
置
す
れ
ば
、

塩
基
飽
和
度
は
ど
ん
ど
ん
低
下

し
て
し
ま
う
。

日
年
3
月
号
で
説
明
し
た
よ

う
に
、
土
の

C
E
C
は
養
分
を

た
め
込
め
る

H

胃
袋
H

の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
塩
基
飽
和
度

が
初
%
と
い
う
こ
と
は
、
腹
八

分
目
で
バ
リ
バ
リ
動
け
る
状
態

と
い
え
る
。
一
方
、
塩
基
飽
和

度
が
判
%
の
腹
ペ
コ
状
態
で
は

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
す

る
。
土
の
塩
基
飽
和
度
を
高

め
、
土
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

上
げ
な
け
れ
ば
、
作
物
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
上
が
る
は
ず

カ

な

し

。

図
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